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大紀町社会福祉協議会 令和 6年度 予 算 と 事 業 計 画 

【会計予算額】 

177，707，000 円（前年度対比 2.5％減） 

【社会福祉事業】 

137，061，000 円 

・法人運営事業 

（事務局運営費・敬老事業・戦没者追悼式・老人クラブ等各種福祉団体支援） 

・地域福祉活動事業 

（ランチ/サロン事業・配食サービス事業・安否確認事業・共同募金配分金事業等） 

・社会福祉基金事業（寄付金事業） 

・福祉資金貸付事業 

（生活福祉資金・たすけあい金庫貸付・生活困窮者支援事業） 

・訪問介護事業（ホームヘルプサービス事業の運営費） 

・就労継続支援 B型事業（めばえ作業所の運営費） 

・地域支援事業 

（日常生活自立支援事業運営費・障がい者（児）相談支援事業運営費） 

 【公益事業】 

39，857，000 円 

・いきいき人材センター事業（シルバー人材センター運営費） 

・ケアプランセンター事業（居宅介護支援サービス運営費） 

・コミュニティーバス運行事業 

・成年後見事業 

 【収益事業】 

789，000 円 

・不動産貸付事業（旧小規模作業所施設の賃借料） 

――― 事業計画〈主なもの〉 ——— 

〇地域福祉委員会の運営 

６地区に結成された「地域福祉委員会」の効果的な運営により、住民

が主体的に支え合う仕組みづくりと多様な生活支援サービスの構築に

向けて、安全安心な福祉のまちづくりを目指します 
 

〇広報活動の充実 

広報「たいき社協だより」を年６回程度発行するとともに、町広報

誌等の広報媒体及び社協ホームページ、SNS（LINE・Facebook・

X）により社協情報や福祉関連情報を広く発信します 
 

〇低所得者と生活困窮者対策 

（１）生活福祉資金の貸付支援 （２）たすけあい金庫の貸付支援  

（３）生活困窮者自立相談支援 （４）生活困窮者への緊急食糧支援 

 

 

〇地域生活支援対策 

 （1）福祉機器貸与事業（介護用ベッド、車椅子など） 

 （２）無料法律相談会の開催 

 （３）特殊詐欺防犯対策として情報の提供及び被害の予防に努めます 

 

〇居宅サービス・介護予防サービス事業 

（1）居宅介護支援事業の運営  （2）ホームヘルプサービス事業の運営 

（3）介護職員初任者研修課程受講費助成事業の推進 
 

〇福祉教育の振興 

（1）福祉協力校（町内小・中学校）へ福祉活動支援 

（2）ボランティア体験教室の開催（夏休み期間） 

 

〇ボランティア活動の振興 

 （1）事業ボランティア 

①ボランティア育成講座の開催  ②ボランティア活動保険への加入促進 

  （2）災害ボランティア 

①災害ボランティアセンターの設置・運営 

②災害ボランティアセンター運営支援ボランティア養成講座の開催 

③中学校への災害ボランティア出前講座の開催 

 ④災害用備品貸与事業の推進 
 

 〇福祉団体活動の支援 

 （1）老人クラブ （2） 障がい者福祉会   （3）手をつなぐ親の会 

（4）母子父子寡婦（夫）福祉会  （5） 遺族会    

（6）傾聴ボランティアたんぽぽ  （7）大紀点訳友の会    

（8）手話サークルなかま           （9）その他ボランティア団体 
 

〇児童福祉対策・障がい者（児）福祉対策 

（1）児童福祉施設に対する支援 （2）民生委員・児童委員との連携 

（3）就労継続支援 B型事業（めばえ作業所運営）   

（4）障がい者（児）相談支援事業 
 

〇高齢者福祉対策 

（1）町内全域において、福祉サービスの統一を図ります（ランチ・サロン・配食

サービス・安否確認・地域デイサービス等） 

（2）民生委員・児童委員、地域福祉委員会と連携して、要支援高齢者等の見守

り支援を行います 

（3）いきいきシルバー人材センター事業の運営と活動の推進 

（4）健康維持増進活動事業の開催（カローリング大会及びグラウンドゴルフ大会） 

 

〇権利擁護事業 

 （1）法人後見事業 （2）日常生活自立支援事業の利用促進 （3）生活支援事業 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回 

大紀町災害ボランティアセンター 

運営支援ボランティア養成講座  

開催！！ 

３月１７日（日）／ふるさと館（七保） 

令和６年４月                                   たいき社協だより 

『
第
５
回
大
紀
町
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
「
福
祉
避
難
所
っ
て
な
あ

に
」
』
を
開
催
し
、
２５
名
が
受

講
し
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
災
害
時

に
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳

幼
児
な
ど
の
為
の
福
祉
避
難

所
に
つ
い
て
と
、
被
災
建
築

物
応
急
危
険
度
判
定
に
つ
い

て
で
す
。 

 

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
能

登
半
島
地
震
に
伴
い
、
石
川
県
穴

水
町
で
支
援
活
動
行
っ
て
い
る
、
レ

ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
浦
野

様
よ
り
、
現
地
か
ら
リ
モ
ー
ト
で

穴
水
町
の
避
難
所
の
状
況
に
つ
い

て
、
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
に
、
被
災
建
築
物
応
急
危
険

度
判
定
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
県

土
整
備
部
建
築
開
発
課
建
築
安
全

班
の
西
口
様
と
西
川
様
に
、
こ
ち

ら
も
能
登
半
島
地
震
を
元
に
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

次
回
の
講
座
は
、
９
月
ご
ろ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下

さ
い
‼ 

各地区地域デイサービス開催！ 

七保：1月 25日（木）／ふるさと館（七保）にて 

柏崎：２月２８日（水）／地域交流センター（阿曽）にて 

滝原：３月２2日（金）／錦・柏崎地区にて 

各
地
区
の
サ
ロ
ン
、
ラ
ン
チ
の
利
用
者

を
対
象
に
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
催

し
ま
し
た
。 

七保地区：「防災講習」 

〈講師〉 

・日本赤十字社三重県支部 青木様 

61名が参加。 

 

滝原地区： 

「錦・柏崎をめぐるツアー」 

・トロピカルガーデン散策 

・柏崎支所しだれ桜花見 

33名が参加。 

柏崎地区：「演奏会」 

〈出演者〉 

・坂下 満美 様 

・紀勢ベンベンバンド 様 

59名が参加。 

石川県輪島市・七尾市へ

復旧支援活動 

２月７日（水）～２月１４日（水）

／輪島市 

３月５日（火） 

／七尾市 

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
し

た
石
川
県
輪
島
市
へ
当
社
協
職
員

が
１
週
間
支
援
活
動
に
行
き
ま
し

た
。
現
地
で
は
復
旧
の
為
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
準
備
・運
営
等
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月
に
は
七
尾
市
で
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
被
災
地
Ｎ

Ｇ
Ｏ
協
働
セ
ン
タ
ー
へ
、
マ
ス
ク
や

非
常
食
な
ど
の
支
援
物
資
を
運
搬

し
ま
し
た
。 
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ら せ 知 お 大
紀
町
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！ 

 

５
月
１
日
か
ら
日
本
赤
十
字
運
動
月

間
に
な
り
ま
す
。 

皆
様
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
活

動
資
金
は
、
災
害
や
紛
争
時
に
お
け
る

救
護
活
動
な
ど
、
国
内
外
の
様
々
な
人

道
的
支
援
活
動
の
財
源
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ  

日
本
赤
十
字
社
三
重
県
支
部 

大
紀
町
分
区  

電
話
：７
３—

３
２
２
７ 

令和６年４月                                   たいき社協だより 

社
協
役
員 

退
任 

当
社
協
役
員
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
た
、
中
世
古
津
勢

さ
ん
が
、
令
和
６
年
２
月
１６

日
を
も
っ
て
評
議
員
を
退
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た

り
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

社
協
職
員 

人
事 

本
年
度
よ
り
、
昇
格
、
異
動
が
あ
り
ま
し
た

職
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。 

い
つ
も
当
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
３
月
１
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
新
コ
ン
テ
ン
ツ
も
追
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

お
す
す
め
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
！ 

①
皆
さ
ん
の
関
心
、
お
困
り
事
を
テ
ー
マ
か
ら
検
索
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
！ 

 
 

「
高
齢
者
に
関
す
る
こ
と
」
「
地
域
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す

る
こ
と
」
な
ど
の
テ
ー
マ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
先
等
が 

探
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。 

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
情
報 

特
別
ペ
ー
ジ
開
設
！ 

災
害
時
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
場

合
、
特
設
ペ
ー
ジ
が
掲
載
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
や
セ
ン
タ

ー
の
設
置
場
所
等
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

③
申
請
書
等
、
資
料
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
に
！ 

 
 
 

福
祉
物
品
貸
出
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
申
請
書
、
事
業
の
パ 

ン
フ
レ
ッ
ト
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

④
ス
マ
ホ
対
応
に
！ 

ご
自
身
、
ス
マ
ホ
か
ら
快
適
に
調
べ
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

大紀町社協 

スマホ・タブレットは 

こちらから！ 

事務局長 

村田 裕穂（阿曽） 

係長 

中倉 泰彦（古里） 

また、大紀町役場より派遣で地域福祉課（大内山支所

駐在）に森岡 律弥が着任しました。 

皆さまよろしくお願いします！ 

会長より感謝状が贈られる様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 あたたかい善意ありがとうございます 

 皆様からいただきましたご寄附は、地域への福祉活動に、有効に活用させて頂きます。 

【令和６年２月１日から令和６年４月２日まで受領分】（順不同） 

糸川 周子 様（ 錦 ）20,000円   谷口 優生 様（ 錦 ）30,000円   西村 利夫 様（ 錦 ）20,000円 

紙島 大喜 様（ 錦 ）20,000円   西村 孝信 様（ 錦 ）20,000円   宮原 厚   様（ 崎 ）20,000円 

村田 昭久 様（大内山）30,000円   大内山酪農農業協同組合 様（大内山）500,000円 

皆様の善意に心より感謝申し上げます。 

大紀町共同募金委員会では、『UMOUプロジェクト』の取組を行っています。『UMOUプロジェクト』とは、使われなく

なった羽毛布団やダウンジャケットの羽毛製品が募金となり、赤い羽根共同募金を通じて自分の町に使われていくしくみ

です。また、回収された羽毛製品をリサイクルすることにより、障がい者の就労支援や環境を守ることに繋がります。 

ご家庭で使わなくなった羽毛布団・ダウンジャケットがあれば、大紀町社会福祉協議会までお寄せください。 

 

羽毛製品が募金になります。 
 

お問い合わせ 三重県共同募金会大紀町共同募金委員会 

電話：０５９８－７３－３２２７ 

ら せ 知 お 

相談日 ： 令和６年 6月 12日（水曜日） 

時  間 ： 午後１時００分から午後４時２０分【１件あたり２０分程度】 

場  所 ： 滝原公民館（大紀町滝原 1030－１） 

弁護士 ： 片山総合法律事務所 片山 眞洋 氏 

  

金銭貸与、悪徳商法、相続などについて大紀町にお住いの方ならどなたでも相談できます。 

秘密は守られますので、安心してご相談ください。 

件数に限りがありますので、お早めにお申込み下さい。 

≪要予約≫（問・申込）大紀町社会福祉協議会 電話 ： ７３―３２２７ 

無料法律相談会開催 

 

予
約
制 
大内山酪農様よりご寄附いただきました。 

大内山酪農農業協同組合様より、ご寄附をいただ

きました。組合長の尾﨑光広様より、当社協根来会長

に寄附金が手渡され、尾﨑組合長には感謝状が贈ら

れました。誠にありがとうございました。 

－4－
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Facebook Ｘ ホームページ 

この広報誌は、みなさまよりお寄せいただいた社協会費により発行しています。 

 

 

大紀町社会福祉協議会 

福祉サービス事業所一覧 

【大紀町ケアプランセンター】 

TEL ７４－２８００ 
【大紀町ホームヘルパーステーション】 

TEL ７４－２６２５ 

【障がい者（児）相談支援センター】 

TEL ７３－３３６６ 

【就労継続支援 B 型「めばえ作業所」】 

TEL ７３－３２２７ 

LINE 

福祉事業や行事のお知らせ

をしています！ 

友だち追加お願いします！ 

・車いす     １８台 

 

福祉機器在庫数 

社会福祉協議会では、車椅子等、

福祉機器の貸し出しを行っていま

す。ご利用希望の場合は、社協事務

局までお問合わせください。 

（電話：73-3227） 

） 

〒519-2911  三重県度会郡大紀町錦 736-7 

TEL  ０５９８（７３）３２２７ 

FAX  ０５９８（７３）２２７８ 

ホームページ https://www.taikishakyo.jp 

X     https://www.twitter.com/taikishakyo 

Facebook     https://www.facebook.com/taikishakyofb 

E-mail       taiki-sh@ma.mctv.ne.jp 

在庫状況（４月１２日現在） 

「令和６年能登半島地震災害義援金」 

「2024年台湾東部沖地震救援金」を受け付けています！ 

 

下記窓口に義援金箱・ 

救援金箱を設置しています 

・役場本庁（健康福祉課/会計課） 

・大内山支所 

・七保支所 

・柏崎支所 

・錦支所 

・教育委員会 

・いろは～Taiki Kitchen～ 

・社協事務所（錦） 

・社協介護事業所（崎） 

【お問い合わせ】日本赤十字社三重県支部大紀町分区 ☎７３－３２２７ 

✚日本赤十字社に直接義援・救援金を 

振り込む場合✚ 

 郵便局にて「振込取扱票」に下記の事項を記入して振り込んで下さい。 

〇「令和６年能登半島地震災害義援金」 

口座記号番号：００１５０－７－３２５４１１ 

口座加入者名：「日赤令和６年能登半島地震災害義援金」 

受付期間：令和６年１２月２７日（金）まで 

  注：通信欄に「令和 6 年能登半島地震災害義援金」と明記してください。 

〇「２０２４年台湾東部沖地震救援金」 

口座記号番号：００１１０－２－５６０６ 

口座加入者：「日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）」 

  注：通信欄に「２０２４年台湾東部沖地震救援金」と明記してください。 

受付期間：令和６年６月２８日（金）まで 

 

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取扱いの場合、振替手数料は免除されます。 

※受領証の発行を希望する場合は「受領証希望」と明記して下さい。 

 

https://www.taikishakyo.jp/

